
                                                    

                                                      

「ABC 分類」 

検査内容変更のお知らせ 
 

 

謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。 

この度、認定 NPO 法人 日本胃がん予知・診断・治療研究機構から出された「新

しい ABC分類 胃がんリスク層別化検査(ABC分類)2016年度改訂版運用の手引き」

に基づき、検査内容を変更させていただくことに致しましたので、取り急ぎご案内申

し上げます。 

誠に勝手ではございますが、事情をご賢察の上、何卒ご了承の程お願い申し上げます。 

 

謹白 

 

 

記 
 

 

対象項目 
 

● 3336 ABC 分類 

 
本検査は、2015 年 6 月 30 日に発信された日本ヘリコバクター学会の注意喚起「H.ピロリ抗 

体が陰性であっても低値でない場合、胃がんリスクがない(A 群)と判定しないでください。」とさ

れています。これを受けて胃がんリスク層別化検査運用研究会が検討し、「新しい ABC 分類 

胃がんリスク層別化検査(ABC 分類)2016 年度改訂版運用の手引き」が示されました。 

※ABC 分類における H.ピロリ抗体検査の判定基準を 10 U/mL 未満から 3 U/mL 未満と致し 

ます。 

 

監修：胃がんリスク層別化検査運用研究会 

 

発行：認定 NPO 法人 日本胃がん予知・診断・治療研究機構  

【参考 URL】 http：//www.gastro‐health‐now.org 

 

 

変更期日 
  

● 平成 29 年 3 月 31 日（金） 受付日分より 

 

 

平成 29 年 03 月 

29-09 
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「胃がんリスク層別化検査(ABC 分類)」改訂について 

 

 

 
 

 

変更内容 
 

コード 変更内容 新 旧

項 目 コ ー ド 3777 3336

検査項 目名 胃がんリスクABC＊1 ＡＢＣ分類

所 要 日 数 3～6日 3～4日

専用報 告書 「胃がんリスク層別化検査」報告書 「ＡＢＣ分類検査」報告書

項 目 コ ー ド 3776 1645

項 目 名 称 ヘリコバクター・ピロリ抗体/ABC＊2 ヘリコバクター・ピロリ抗体《LA》＊3

検 査 方 法 EIA [栄研化学] LA [栄研化学] 

判 定 基 準 判定基準 (－) ： 3 U/mL 未満 判定基準 (－) ： 10 U/mL 未満

所 要 日 数 3～6日 3～4日

項 目 名 称 ペプシノゲンＡＢＣ ペプシノーゲンＡＢＣ

所 要 日 数 3～6日 3～4日

＊1：

＊2：

＊3：

ペプシノーゲンＡＢＣ3337

検査項目名

3336 ＡＢＣ分類

1645 ヘリコバクター・ピロリ抗体

備考

ピロリ菌の除菌治療を受けた方の運用を開始致します。除菌判定の結果に関わらず、各群の判定は行わず、E群として

ご報告致します。詳細は、次頁をご参照ください。

ヘリコバクター・ピロリ抗体/ABCは、EIA法による「胃がんリスク層別化検査」専用検査です。従来のLA法でのご依頼は

お受け致しかねます。

測定試薬は、Eプレート[栄研]H.ピロリ抗体Ⅱです。

総合検査のご案内　67頁  
※その他の検査要項に変更はございません。 

 

 

ABCD の新判定基準(新旧比較) 
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各群の受診者へのコメント(新旧比較) 
 

[新・胃の健康度] 
新コメント 旧コメント

「胃がんリスク層別化検査」報告書 [ABC分類検査」報告書　

A群
健康な胃で、胃の病気になる危険性は低い
ですが、内視鏡検査をお勧めします。

健康な胃粘膜で、胃の病気になる危険性は低
いと考えられます。

B群
少し弱った胃で、潰瘍等に注意下さい。
内視鏡検査とピロリ除菌をお勧めします。

少し弱った胃です。胃潰瘍・十二指腸潰瘍など
に注意が必要です。

C群
萎縮の進んだ弱った胃粘膜です。定期的な
内視鏡検査とピロリ除菌をお勧めします。

弱った胃の可能性があります。
内視鏡による定期的検査をお勧めします。

D群
萎縮が非常に進んだ胃粘膜です。かならず
内視鏡検査などの診断を受けましょう。

弱った胃の可能性が高いと思われます。
内視鏡による定期的検査をお勧めします。

E群
ピロリ菌除菌治療を受けた方は、Ｅ群とし
て定期的に内視鏡検査を受けましょう。

未設定

分類

報告区分

 
※各群の受診者への詳細なコメントは、「胃がんリスク層別化検査報告書」の裏面をご参照ください。 

 

 

 

ご依頼方法 
 

検査項目名

3777 胃がんリスクＡＢＣ

3776 ヘリコバクター・ピロリ抗体/ABC

3337 ペプシノゲンＡＢＣ

依頼方法

3項目同時依頼

胃がんリスクＡＢＣ

 
 

 

 

ピロリ菌の除菌治療後のご依頼方法 
 

ピロリ菌の除菌治療を受けた方は、胃がんリスク層別化検査判定対象外となるため、ヘリコバクター・ピロ

リ抗体とペプシノゲンの測定値をご報告し、A、B、C、D 判定は行わず、E(Eradication)群としてご報告致しま

す。 

 

検査項目名

3778 胃がんリスクE群

3776 ヘリコバクター・ピロリ抗体/ABC

3337 ペプシノゲンＡＢＣ

依頼方法

3項目同時依頼

胃がんリスクE群
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「胃がんリスク層別化検査」報告書(見本) 
  
「ABC 分類検査」報告書を下図の通り改版致します。また、報告書の名称を「胃がんリスク層別化検査」に変

更致します。 

 

 

[表面]                                  [裏面]  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
                                  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*縮小して掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


